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本日の内容

• 島根県の医療とHIV診療体制について

• 県内のHIV検査の体制と実績について

• 島根大学医学部附属病院におけるHIV診療について
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東⻄に細⻑く延⻑は約230㎞に及び、島根半島の北
東約40〜80㎞の海上には隠岐諸島が点在するなど、
気候、風土が異なる多様な地域からなっています。

また、公共交通機関の発達が十分でないため、移動
のほとんどを自動車に 頼っています。しかし、県内
高速道路の整備は、山陽側や全国と比べて大幅に遅
れています。

島根県ホームページ 島根県保健医療計画の概要より

65 歳以上人口（老年人口）が 30.0％
75 歳以上人口（後期高齢者人口） が 17.3％
〔後期高齢者人口割合は全国１位〕

総人口は 671,602人で、全国 46 位
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島根県の⼆次医療圏

深刻な医師不足
（地域偏在及び診療科偏在）

開業医の高齢化・ 後継者不足

従来にも増して大きな、かつ
緊急に対応が求められる課題 5



人口10万人に対する医師数は、全国平
均を上回っている

地域偏在あり
出雲圏、松江圏では上回っている

が、それ以外では全国を下回ってい
る

以前より改善傾向 島根県ホームページより
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島根県の医療体制について

• 高い高齢化率
• 全国3位（33.1％）

• 人口が少ない（全国46位）上に、面積が広い（全国19位）
• 人口密度が低い（全国44位）

• 医療資源の偏在
• 北東部と南⻄部の医療格差
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島根県HIV診療体制
エイズ中核拠点病院
A）島根大学医学部附属病院

エイズ拠点病院
B）松江赤十字病院
C）島根県⽴中央病院

D）国⽴病院機構浜⽥医療センター
E）益⽥赤十字病院
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島根県HIV診療体制

定期通院患者数

島根大学医学部附属病院 10〜99名
松江赤十字病院 10〜99名

島根県立中央病院 0〜9名
浜田医療センター 0〜9名
益田赤十字病院 0〜9名

島根県ホームページより

エイズ拠点病院 エイズ対策協⼒医療機関
 国立病院機構松江医療センター
 松江市立病院
 松江生協病院
 玉造病院
 雲南市立病院
 出雲市立総合医療センター
 大田市立病院
 済生会江津総合病院
 隠岐広域連合立隠岐病院

実際に、HIV診療が普通行われている医療機関は少ない
特に県⻄部では、極端に少ない
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アンケート結果から

• 2022年6月 県内のエイズ拠点病院・エイズ対策医療機関へHIV
感染症の診療状況についてアンケートを行った（回収途中）

• 多くの医療機関が、HIV感染者の診療をしたことがないか、数名までで
あった。

• 診療にも困難を感じると回答された医療機関が多く、その理由として、
「対応できる診療科がない」「HIV診療の知識がない」と回答

• 総合診療科などの感染症のトレーニングを受けた医師は受け入れに対し
て可能であると回答されている。
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島根県のHIV診療体制について
• 体制としては整えられているが、診療実績がない、あるいは極

めて少ない病院が多い
• 島根県のHIV感染者数が少ないことや、患者さんが病状が安定しても

医療機関を変更することを希望されないため

• 今後、安定した患者さんの診療や、初診の患者さんの初期対応
は起こりうるため、その準備は必要

• 治療について情報を共有する必要性
• 研修会の実施など

• 島根県エイズ拠点病院等連絡調整会議などで情報を共有
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各保健所の検査日時、連絡先、検査⽅法（令和３年１０⽉現在）

保健所名 定例の検査日時 検査方法

松江保健所 毎月第２火曜日：9:00-11:00
毎月第４木曜日：9:00-11:00 即日検査

雲南保健所 毎月第１・３火曜日（平日のみ）：9:00-11:00 即日検査
出雲保健所 毎月第３月曜日：9:00-11:00 即日検査
県央保健所 毎月第１・３火曜日：9:30-11:00 即日検査
浜田保健所 毎月第２・４火曜日：13:00-15:00 即日検査
益田保健所 毎月第１・３火曜日：9:30-11:00 即日検査
隠岐保健所 随時電話で相談及び検査予約 即日検査
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島根県の保健所等におけるＨＩＶ抗体検査件数

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

検査（保健所） 365 392 446 401 428 356 287 279 236 254 141 120
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島根県のHIV/AIDSの累計報告数
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HIV感染者 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 2 0 0 0 3 4 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1
AIDS患者 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0 1 1 0 1 1 3

HIV感染者 累計22名
AIDS患者 累計14名

報告件数は少ないが、毎年報告あり
AIDSの頻度が高い
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島根大学医学部附属病院の概要
病床数 600床

平均在院日数 12.0日

１日平均入院患者数 516.3人

１日平均外来患者数 1259.0人
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当院エイズ医療チームの構成

医師 1名
薬剤師 2名
看護師 4名

医療ソーシャルワーカー
（MSW) 2名

カウンセラー 1名（週1回の派遣）

いずれも兼務
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当院新規患者数の推移
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HIV感染者 AIDS患者 他院から

11名 9名 16名 累計36名

当院の新規患者は増加傾向
• 紹介患者の増加
• AIDS患者も増えている
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当院通院患者数の推移
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当院通院患者 ︓ 性別

81%

19%

男性 17名

女性 4名
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当院通院患者 ︓ 年齢
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当院の通院患者 ︓ 国籍

57%

38%

5%

日本 12名

ブラジル 8名

フィリピン 1名
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当院の通院患者 ︓ 居住地域

出雲圏域：12名

雲南圏域：4名

松江圏域：2名

浜田圏域：2名

県外：1名 患者さんの43％が当院の二次医
療圏以外から通院
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当院の通院患者 ︓ 抗HIV治療

62%

19%

14%

5%

BIC/TAF/FTC 13名

DTG + TAF/FTC 4名

DTG/ABC/3TC 3名

DRV/cobi/TAF/FTC 1名

全例：血中HIV RNA量が200コピー/ｍL未満
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当院通院中の患者さんの特徴

• 通院患者数がすくない（増加傾向だが）

• AIDS発症で診断された患者さんが多い

• 外国人（ブラジル人）の割合が高い

• 当院の二次医療圏以外からの通院の患者さんが多い

• 若年の患者が少ない（高齢化）
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当院のHIV患者数について
• おそらくエイズ中核拠点病院のうち、診療実績が最も少ない医療

機関の一つ
• 患者数が少ないため、新規患者が発生する度に、各診療科との連

携などで問題が生じやすい
• 当院のそれぞれの診療科が協力的であるため、対応できている
• 最近は、AIDS患者の受け入れも多く、他科との連携がますます重要に

なっている
• 患者数が少ないがために、当院以外での通院の体制が作りにくい
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当院のAIDS患者の割合について
• 「いきなりエイズ」の患者さんの割合が増加している

• 当院の患者さんも、また島根県の発症報告でも増加している

患者さんは、
自身がAIDSを発症するなんてまるで思っていなかった

（HIV感染症のことが頭にない）
感染経路についても、分からない

普及啓発活動の重要性
AIDS発症患者の受け入れ体制の充実
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当院のHIV陽性外国人患者の受け入れについて

• 「周囲に知られたくない」、「HIV感染症のことで多くの人に
関わりたくない」という冠状をもっている方が多い

• 言葉の問題
• 会社で契約した通訳を利用している患者さんはまれ
• 日本語の話せる信頼している人などを介してコミュニケーション
• 医療者側が、伝えたい内容が正しく伝わっているか分からない
• 情報の伝達に伴う医療トラブルの可能性

• HIV感染症であるが故に、他の疾患で受診される患者さんと異
なり、診療上難しいところがある
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当院のHIV患者の高齢化について
• 現状で、通院が早期に困難になるような患者さんはいない

• 遠方からの通院患者さんも多いため、今後地域で診療する体制
を準備する必要がある

• 患者さんには、地元の病院を嫌がられる方も多い
• 地域の病院でHIV診療の経験がある病院が少ない

• HIV感染症は慢性疾患であると言われるようになっており、安
定している患者さんがじもとで診療を受けることができる体制
作りを考える必要がある
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最後に
• 島根県のHIV診療体制について、また島根県エイズ中核拠点病

院である当院の診療状況について報告しました

島根県のHIV診療について、今後ともご指導・ご協
力のほどよろしくお願い申し上げます。
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ご清聴ありがとうございました
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